
高校生ICT Conference2021 
アンケートから

高校生ICT Conference実行委員会



高校生 大人小・中学生

アドバイス 知識の提供

相談 モラルの提供

「高校生ICT Conference」
が持つ３つの意味

⚫ 当事者である高校生自身の気づき
⚫ 年少の子どもに行動できる高校生の育成
⚫ 次世代の保護者の育成

◼ネットが分からず対応できない保護者
◼操作能力が高く、安易にネットを利用する
高校生

◼知識・経験が不足してトラブルに巻き込まれる
小・中学生

◼ リテラシーに加え、情報モラルを獲得した
高校生

◼ 身の回りに小・中学生のよき相談相手
◼ リテラシーを持って子どものネット利用に目を
配ることができる保護者

負のスパイラルから
正のスパイラルへ

大人からのおしつけでなく当事者
の高校生が考える

啓発活動における課題
⚫ セミナーやシンポジウム形式に対する

理解度・興味の薄れ
⚫ 保護者層の参加率の低さ
⚫ 自己責任に対する意識の希薄

高校生ICT Conferenceは、次世代の社会を支える高校生が、自ら考え、他者の意見を
聴き、議論し、 意見をまとめ、発表することにより、将来のインターネット社会に臨む環境整備
の一助になることを目指す。

高校生ICT Conferenceについて



（参考）高校生ICT Conference 実績

開催日 地域 参加校 参加人数

2021年8月19日 新潟 9 19

2021年8月19日 高知 4 17

2021年8月21日 長崎 5 10

2021年8月22日 大分 8 17

2021年9月4日 神奈川 2 10

2021年9月12日 大阪 8 48

2021年9月12日 北海道 6 23

2021年9月19日 静岡 5 17

2021年10月2日 東京 3 13

2021年10月3日 石川 3 20

2021年10月3日 奈良 3 13

2021年10月9日 長野 4 20

2021年10月10日 全国オンライン 5 20

2021年10月22日 茨城 6 20

2021年10月23日 佐賀 2 10

73 278

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

地域数 1 2 5 5 9 14 17 18 19 15 15

参加校 11 17 51 44 78 107 128 137 129 86 73

参加者 52 79 267 221 310 476 526 562 559 360 278



スマホの利用時間

・平日のボリュームゾーンは2～3時間
・休日のボリュームゾーンは3～5時間
・休日では5時間以上の利用が46％強を占める



スマホの利用頻度

・利用頻度の高いのはSNS、動画配信
・利用時間の中で、動画配信が相当分を占めると想定できる



スマホの勉強利用実態と困っていること

・平日のスマホでの勉強時間は1時間以内が約77％だが、休日には勉強での利用時間が増加する
・高校生自身が感じるスマホ利用の心配事は勉強と健康への影響
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安心フィルターの利用実態など

・58％の生徒は安心フィルターを使用していないあるいは、利用している意識していない
・安心フィルターの解約者はアンケート回答者全体の16％
・安心フィルターを利用ない理由のトップは検索やアプリ利用に制限がかかること
・OS事業者のフィルタリング類似機能の利用者は64％



ネット特性の理解

・フィルターバブルについては82％が理解している
・エコーチェンバーについては62％にとどまっている


